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研究者リスト
記入上の注意（提出時削除）
	注意事項
・研究に参加する研究機関のうち、本法人以外の研究機関の「研究者リスト」について、研究機関ごとに作成すること。

・本法人の研究機関は、日本医科大学、日本医科大学付属病院、日本医科大学武蔵小杉病院、日本医科大学多摩永山病院及び日本医科大学千葉北総病院の5研究機関になる。なお、腎クリニック、呼吸ケアクリニック、健診医療センター及びワクチン療法研究施設は日本医科大学付属病院に含まれる。

・申請時には、各研究機関における「研究者リスト」を1つのファイルにまとめて提出すること。
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クリック又はタップして日付を入力してください。

研究者リスト
[bookmark: _Hlk88049063][bookmark: _Hlk521591452]
学校法人日本医科大学中央倫理委員会　委員長　殿

研究責任者
（研究機関名）
（部署）
（職名）
（氏名）

下記の研究者について、研究の実施に必要な教育・研修の受講状況及び利益相反に関する状況を以下のとおり申請します。

記
	研究課題名
	



研究責任者・研究分担者の教育・研修記録の受講状況及び利益相反に関する状況
	
	氏　名
	部署・職名
	教育・研修
	利益相反

	[bookmark: _Hlk11332415]研究
責任者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし

	研究
分担者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし

	研究
分担者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし

	研究
分担者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし

	研究
分担者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし

	研究
分担者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし

	研究
分担者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし

	研究
分担者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし

	研究
分担者
	
	
	☐あり
☐なし
	☐あり
☐なし


* 教育・研修の形態としては、各々の研究機関内で開催される研修会、他の機関（学会等を含む。）で開催される研修会の受講、e-learning（例えば、e-APRIN、臨床試験のためのeTraining center（日本医師会治験促進センター）、ICR臨床研究入門）等が考えられる。
**教育・研修として適当かどうかは研究責任者が判断し、少なくとも年に1回程度は受講することが望ましい。
※研究責任者は利益相反に関する書類及び教育・研修記録は保管し、委員会が必要とした場合は提出する。

